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lま じ め

福岡市埋蔵文化財センターが昭和57年2月22日、全国的にも著名な史跡、板付遺

跡・史跡金隈遺跡に固まれた博多区井相田二丁目に開館し、早くも 2箇年を経過

しましたが、一般市民、老人クラブ、婦人学級、小・中学生等多数の見学者を迎

える現在、昭和57年度の歩みを年報の第2号として発刊できますことは、まこと

に喜ぴにたえないところであります。

御承知のように、当センターは、市内各所に分散保管きれていた貴重な遺物や

調査記録を収蔵・繋理・研究するとともに、これらを広〈市民に展示公開し、埋

蔵文化財保護思想の普及・啓蒙を図る文化施設として設置されたものであります。

特に、昭和57年度におきましては、特別講演、考古学講座、小・中学生のため

の体験考古学教室、遺跡めぐりパスハイク等の諸事業を実施し、市民の文化財保

護思想の普及・啓蒙に力を注いでまいりました。

福岡市では、緑と人間味豊かな文化都市を目指し、美術館、歴史資料館等の設

置を進めてきましたが、さらに永年の市民の念願でもある博物館の建設にとりか

かることとし、これが基本構想の策定及び資料の収集に着手しているところであ

ります。当センターは、これらの類似施設等と互いに密接な連携、交流を図り、

埋蔵文化財の整理、保存を図るとともに 市民が先人の文化遭産をとおして、郷

土を身近なものとして学ぴ得る生涯教育の場として充実してまいりたいと存じま

すので、今後とも、倍旧の御指導並びに御支援をお願い申し上げます。

昭和59年2月

福岡市埋蔵文化財センター

所長花田兎
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埋蔵文化財センターの開館まで

・旧中央公民館等に分散保管している発掘資料の一括収蔵と資料整理がで

きる埋蔵文化財収蔵庫の建設構想が持ち上がる。

・埋蔵文化財センター建設構想、が持ち上がる。

・埋蔵文化財センターの設置を決定する。

・建設用地の選定作業を進める。

・建設用地が内定する。

・建物の基本設計に着手する0

．設備の基本設計に着手する。

・建物の基本設計図か完成する 0

．建物の実施設計に着手する。

・建設予定地内の埋蔵文化財の有無確認調査を実施する。（～8/13)

．設備の基本設計図が完成する。

・設備の実施設計に着手する。

・建物の実施設計図が完成する 0

．建設用地を購入する。

・設備の実施設計図が完成する0

．建物の建設に着手する。

・建物が完成する0

．福岡市埋蔵文化財センタ一条例を制定する。

・教育委員会文化部に開設準備担当職員が発令される0

．福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則を制定する。

・福岡市埋蔵文化財センターが開館し、一課ー係制となる0

．福岡市埋蔵文化財センタ一条例及び、施行規制が施行される。
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内容

1 .遺物の収蔵、分類、整理に関すること。

2.木器、金属器等の科学的保存処理に関すること。

3.埋蔵文化財の調査記録類の分類、整理、保存に関すること。

4.収蔵した遺物や調査記録類の公開・展示に関すること。

5.埋蔵文化財についての相談に関すること。

6.収蔵資料の貸出しに関すること。

7.収蔵資料の図録・目録の刊行に関すること。

8.埋蔵文化財保護思想普及のための公開講座に関すること。

9.収蔵資料の保存方法、収蔵方法等の研究に関すること。

業務

その他、埋蔵文化財に関すること。10 

概要工事
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福岡市博多区井相田二丁目 l番94号

4,000m' 

鉄筋コンクリート造3階建一部2階建

( 1 ）所在地

( 2）敷地面積

1,992m') 
千円

483,056 費
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( 4 ）建築面積

( 5 ）事業費

( 3 ）構

千円

設計監理費 21,007 ) 
千円

65,000 
千円

439,063 ) 市負担金収入内訳（国庫補助金

昭和田年10月23日

事務室、エントランスホール、展示室、木器保存処理室、荷解室

資料整理室、写場、暗室、収蔵展示室、講座室

図書室、記録類収蔵室、製図室、金属器保存処理室、特別収蔵室

ペントハウス

木器用プール

着工

1階

2階

3階

屋上

屋外

竣工昭和55年12月27日期

( 7 ）主要施設

( 6 ）工

空気調和機器、放送機器、防災機器、視聴覚機器、写場調光機器、移動式

書架、エレベータ一、遺物運搬用リフト

PE G樹脂含浸装置（ 1基）、鉄製遺物樹脂含浸装置 (1基）、精密噴射

加工機（ 1台）、送風定温乾燥器（ 1台）、小型電動ドリル（ 1式）、ラ

ミネーター（ 1台）

｛蒲

( 9 ）遺物保存

処理関係

機器

( 8）設
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施 設 と 規模

延床面積……1,992m' 

階 798m' 

エントランスホール 123m' 

展 刀t 室 167m' 

木器保存処理室 40m' 

荷 解 至 144m' 

事 務 至 66m' 

警備員 安ニ主二 9m' 

機 械 二去重二 129m' 
1階平面図

そ の 他 120m' 

2 階 740m' 

資料整理室 58m' 

講 座 室 140m' 

写場・暗室 63m' 

収蔵展示室 345m' 

そ σ3 他 134m' 

3 階 415m' 
2階平面図

図 書 室 77m' 

記録類収蔵室 48m2 

製 図 室 37m' 

金属器保存処理室 73m' 

特別収蔵室 52m' 

そ の 他 128m' 

屋上 39m' 

ペントハウス 39m' 

L 
3階平面図
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館案内

1精工ントランスホール

博多底下呉服町出土の碇石を、ま

た、正面の壁面には博多区宝満尾遺

跡出土の明光鏡を笑物の約20倍のレ

リーフで表示しています。

1箔休懇、コーナー

見学できる市内の遺跡、現在発掘

調査中の遺跡、及び市内とその毘辺の

考古資料展示室をもった施設等を綱

案内しています。また、各種展覧会

のポスター等も掲示しています。

1階 オーブン展示コーナー

弥生二iニ器ゃな1忠器の破片、石斧、

総摘み具（石庖了）、石器の原材料で

あるJ;l，＼耀石、弥生H寺代前!VJの炭化米

等を予にとって見られます。

l階半面図
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1階展示室

市内のj日石器時代から江戸時代に

いたる代表的遺跡を壁面型地問模型

に表示し、福岡平野が古くから開け

ていたことが理解しやすくなってい

ます。また、；俊蔵文化財の発見から

保存にいたる過程を写真・文字ノfネ

ルと出土造物等を用いて解説、速報

コーナーでは最新の発掘資料を展示

し、埋蔵文化財についての理解を深

めていただきたいと考えています。
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2階資料整理室

/:1:Uニ造物の ~！t理・復原作業H寺には

；窓越しに内部が見学ーできます。

2階講座室

16ミリ映写機、スライド映写機、

ビデオ、 OH P等の視聴覚機器を用

いて考古学識~等を開催しています。

2階収蔵展示室

市内各所から出土した考古資料を

ニ層式で収蔵し、その一部を展示し

ており、；埋蔵文化財により身近に、

実感をもって接することができます。

2階工F爵菌
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3階図書室

考古学関係国書が、自由に閲覧

できます。

ti' J 

機構と職員構成及び名簿

(1) 機構

「文化課

ト少年文化会館
教育委員会一文化部一｜

ト歴史資料館

」埋蔵文化財センター

(2）戦員構成

「事務吏員（ 1名）
所長ァ管理係長一i
I 」技術吏員（ 1名）

」文化財主奈川名）

(3）職員名簿

嘱託（ 1名）

1故 名 氏 名 11布 要

所 長 ニ一 毛｛ 女｛ 」t,ー 事務吏員
管理係長 千鳥義太郎 事務吏員

文化財主事 11志向憲雄 技術吏員

務吏員 徳永寛樹

技術吏員 山 口議 if;

嘱 託 井上 光

3階平面国
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昭和 57年度予算

歳入 （単位千円）

事 項 金額 内 合，，.，，・

雑 入 3 私用電話通話料

ムに3 言十 3 

官
町
市

115ー
：

歳出 （単位千円）

事 項 金額 内 ，廿"'" 

運管 一般管理費 2,016 印刷消耗品、電話料、自動車借上料

営費理 施設管理費 20,123 光熱水費、受付・警備・清掃委託、機械保守点検

事
調査研究費 870 図書、遺物保存処理研修旅費

資料分類整理費 700 整理用品、賃金

業 普及啓蒙活動費 430 年報、講座

資料保存整備費 1,000 フィルム、現像液、印画紙
費
金属器保存処理装置費 5,000 鉄製遺物樹脂含浸装置、精密噴射加工機、定温乾燥器

1} 計 30,139 

施設管理業務の概要

昭和57年4月1日 ・警備・清掃・受付応待業務を東京ビル整備株式会社に委託する。

・自動電話交換機設備保守業務を日新電設株式会社に委託する。

・昇降機設備保守業務を株式会社九州クマリフトに委託する。

・自動火災報知設備等保守業務をホーチキ株式会社に委託する 0

．浄化槽設備保守業務をベスト工業株式会社に委託する。

・空気調和設備保守業務をダイキン工業株式会社に委託する 0

．冷凍設備保安業務を福岡県冷凍設備保安協会に委託する。

－電気設備保安業務を社団法人九州電気管理技術者協会の中村豊彦氏に委

託する。

－館内装飾用植木鉢借上契約をうらかわ園芸と締結する。

昭和58年 1月31日 ・展示ケース製作を株式会社ケンラン杜に委託する。（2/1～2/28)

3月22日 ・出土遺物の移送を目立運輸株式会社に委託する。（3/23～3/27)



調査研究

・職員の調査・研修

〈調査〉
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埋蔵文化財センターの活動

昭和57年5月29日、 30日 ・佐賀市教育委員会、佐賀県立博物館、多久市郷土資料館（山口譲

治）

10月2日、 3日 ・宮崎県総合博物館、宮崎県総合博物館埋蔵文化財センター（三宅

安吉）

10月22日～24日 ・長野県教育委員会、長野県信濃美術館、財団法人長野県埋蔵文化

財センター（千鳥義太郎）

昭和58年1月7日～ 9日 ・京都市埋蔵文化財調査センタ一、奈良国立文化財研究所、神戸市

立博物館（山口譲治）

3月29日 ・飯塚市歴史資料館（千鳥義太郎・飛高憲雄・徳永寛樹）

〈研修〉

昭和57年5月6日、 7日 ・防火管理に関する講習会於福岡市消防局（千鳥義太郎）

8月18日、 19日 ・九州地区著作権講習会於佐賀市若楠会館（徳永寛樹）

11月4日～ 6日 ・第30回全国博物館大会於松山市立子規記念博物館（飛高憲雄・

徳永寛樹）

11月17日～19日 ・第12回九州博物館協議会学芸員・事務職員研修会於長崎県南高

木郡小浜町雲仙 有明ホテル（三宅安吉）

・図書

購入図書 110冊

寄贈図書 310冊

三宅長春軒文庫 260冊

永年、福岡県文化財保護審議会専門委員、福岡市文化財保護審議会委員等を務められ

た、故三宅酒壷洞氏（本名は安太郎、号を長春軒という）所蔵の図書・文献資料・書画

等が福岡市民図書館と福岡市美術館に寄贈されたが、図書の内、埋蔵文化財発掘調査報

告書260冊は当センターに寄贈された。
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2 普及啓蒙活動

・特別講演
（敬称略）

回 開催月日 講 師 氏 名 演 題 受講者数

1 8月1日 肥後考古学会会長 三島格 南方系文化の諸問題 123人

2 11月21日 九州大学医学部教授 永井昌文 弥生人 86人

3 2月27日 九州大学文学部教授横山浩一 海の中道遺跡をめぐる諸問題 93人

・考古学講座
（敬称略）

回 開催月日 講師氏名 演 題 受講者数

1 4月25日 柳田純孝 遺跡の調査と保存 123人

2 5月23日 山崎純男 縄文時代の福岡 123人

3 6月13日 力武卓治 弥生時代の遺跡を掘る①一墓制と祭り 122人

4 7月11日 後藤 直 弥生時代の遺跡を掘る②一諸岡遺跡の調査から一 104人

5 8月22日 浜石哲也 古墳時代初期の福岡平野一藤崎遺跡の調査から一 105人

6 9月19日 柳沢一男 古墳時代の福岡平野 84人

7 10月24日 二宮忠司 古代の福岡平野一三宅廃寺を中心にして一 83人

8 1 1月14日 池崎譲二 中世の博多一博多遺跡群の調査から 74人

9 12月19日 折尾 学
中世の福岡平野文献と調査から一 53人吉良 国光

10 1月23日 山口 譲治 石器文化一狩猟具の変遷一 87人

11 2月13日 飛高憲雄 農耕文化農具の変遺 66人

12 3月27日 塩屋勝利 福岡平野の歴史一遺跡の調査から一 83人

・小・中学生のための考古学教室（於：南区柏原遺跡）

開催月 日 内 ’z～・合 受講者数

8月4日 講義「発掘調査の方法」
36人

8月5日、 6日 実習「柏原遺跡の発掘」

・遺跡めぐりパスハイク ※前日が雨天であったために施設めぐりに変更。

開催月日

11月10日

と名
壬It,

且瓦施 見
A以，
寸ー コ ス

手手日市埋蔵文化財収蔵庫→筑紫野市立歴史民俗資料館→九州歴史資料館「

福岡市立歴史資料館←須恵町立歴史民俗資料館←」

参加者数

40人
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・夏休み考古映繭の会

回 開催期間 題 名 観賞者数

7月27日～31B 
「！日石器時代の狩人たちJ （カラー・ 28分）

1 
「ニューギニア高地人」 （カラー・ 27分）

74人

「最後の石若手人J （カラー・47分）
2 8月3日～ 8日

「縄文土器」 （カラー・ 24分） 129人

8月10日～15日
'B本人はどこからきたかJ （カラー・ 45分）

3 
「登呂の村」 （カラー・ 20分）

8月17日～21B
「日本の古墳」 （カラー・ 30分）

4 
「古墳のころJ （カラー・ 20分J

「西の都大宰府j （カラー・ 25分）

5 8月24日～29日 「平安時代の都と地方」 （モノクロ・ 20分）

「蒙古の来襲J （カラー・ 18分）

・シルクロード観賞のつどい

囲 開催月日 題 名

1 2月20日 「準かなり長安J 「黄河を越えて」

2 2月27日 「敦燥J 「幻の黒水城」

3 3月6B 「楼関王国を掘る」 「流砂の道J

4 3月20日 「砂漠の民J 「熱砂のオアシス・トルファン」

A考古学講座

102人

67人

197人

※N H Kの後援を得て

NH K特集「シルク

ロード」のビデオを

利用する。
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・資料の貸出し

貸 出 先 貸出期間 内 廿'*" 

読売新聞福岡総局 3月17日～ 6月10日
木製農具（ 8点） 土器（ 1点） 石庖

丁（ 3点）

昭和58年 有田遺跡出土土器（ 1点） 拾六町ツイ
平安博物館 4月20日～ 3月31日

ジ遺跡出土土器（ 1点）

文化財保存全国協議

会北九州大会実行委 6月5日～ 8日 16ミリ映画フィルム「奴の国」

員会

大牟田古墳群出土遺物（金環・銀環・銅

福岡市立福岡商業高
6月9日～14日

釧・勾玉・躍） 三宅廃寺出土品野多

等学校 目前回遺跡出土品 野多目拍渡遺跡出土

品西新町遺跡出土品

島根県立八雲立つ風
6月11日～25日 板付遺跡出土石庖丁（ 3点）

土記の丘資料館

祭把遺物（野多目前田遺跡出土品・大牟

熊本市立熊本博物館 9月10日～10月25日
田古墳群出土品・小葎遺跡出土品・片江

辻遺跡出土品・姪浜新町遺跡出土品・蒲

回水ケ元遺跡出土品）

藤崎遺跡第6号方形周溝墓出土遺物（三

大阪市立博物館 9月23日～11月7日 角縁二神二車馬鏡・素環頭大万・万子・

錨・鉄鉱）

福岡市民図書館 9月28日～10月1日 16ミリ映面フィルム「奴の国」
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園入館者の動向

上入館者統計

｛困 人 入 館 者 団 体． 入 鎗 者

！！ 一般 学 生 一般 小学生 中学生 高校生 大学生 E十

学生中 校高生 大学生
計

盟数 企組 思数 数人 体数団 数人 体数団 数人 体数団

計
そ

件数国 数人 数人男 立 学生
σ、
他

r、 f、
121 22、 7、 34 、 人5 46人I 人3 1"(へ） 人0 0 

f、 人

67 4 人 人 ’、
4 192 村（） 。 。。。 247 708 

5 2119 討9 J:l2 27 2 7 6 472 7 334 2 201 I 32 2 3 56 14 625 1.097 

6 21111 ,5 71 18 I 15 6 386 17 1,039 8 435 。。 2 13 9 28 1,496 1.882 

7 186 約7 145 33 2 15 9 477 IO 558 2 461 。。。。。。 12 1,019 1.496 

8 242 lb純 270 81 10 20 28 819 8 421 4 75 2 31 。。。。 14 527 1.346 

9 277 I.山 ¥13 13 5 II 6 535 6 261 2 440 。。。。。。 8 701 1,236 

10 2:m 1211 57 5 0 19 2 4会2 12 448 6 682 。。。。 I 15 19 I, 145 1,587 

11 210 !OH 107 IO 2 9 12 458 26 1,073 IO 1,044 。。。。。。 36 2,117 2,575 

12 132 34 26 21 。10 2 225 3 151 234 。。 I 45 。。 5 430 655 

1 175 72 116 34 0 14 3 414 I 87 I 45 0 。。。。。 2 132 546 

2 310 144 2115 43 4 13 20 739 6 326 4 88 I 32 1 12 。。 12 458 1.197 

3 3t;7 114 73 6 7 19 14 600 7 308 3 23 I 2 。。 2 8 13 341 941 

2 731 1.221 1守416 31:i 40 186 113 6,028 106 5,186 43 3. 728 5 97 5 72 お 155 167 9,238 15.266 

詰
j
i
i
i
j
d
s
t
f
：
、
、
や

2.年齢別入館者数（個人）

般 学 生

月 員十
16-19 20～29 30～39 40～49 50～59 60以上 小学生 中学生 高校生 大学生 その他

人
42 人 81 ，、 54 ，、

4t 
人 人

22 へ 人 人 J、
4 2 44 121 7 34 5 461 

5 2 36 85 77 64 3,4 132 27 2 7 6 472 

6 55 63 66 48 42 71 18 I 15 6 386 

7 10 36 77 80 48 22 145 33 2 15 9 477 

8 3 60 170 95 36 46 270 81 10 20 28 819 

9 。 62 146 96 56 47 93 13 5 II 6 5:15 

10 。 88 132 66 47 26 57 5 。 19 2 442 

11 。 53 98 64 59 44 107 10 2 9 12 458 

12 50 51 39 19 6 26 21 。 10 2 225 

I 。 58 85 42 44 18 116 34 。 14 3 414 

2 2 69 147 136 59 41 205 43 4 13 20 739 

3 。 72 147 126 82 54 73 6 7 19 14 600 

百十 21 681 1,282 941 611 424 1,416 313 40 186 113 6.028 

比率 0.35% 11.30% 21.27% 15.61% 10.14% 7.03% 23.49% 5.19% 0.66% 3.09% 1.87% 100% 
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3.入館者住所区分

月 福岡市 県 Fヨ 県 外

4 470人 188｝、 50人 708人

5 905 116 76 1,097 

6 1,617 244 21 1,882 

7 1,379 75 42 1,496 

8 994 162 190 1,346 

9 1,086 89 61 1,236 

10 787 780 20 1,587 

11 1,471 1,004 100 2,575 

12 270 285 100 655 

1 412 116 18 546 

2 978 161 58 1,197 

3 717 172 52 941 

五十 11,086 3,392 788 15,266 

比率 72.61% 22.21% 5.18% 100% 

4.団体入舘者比率

中 高 大
ふナu与 学

校生
寸＝：

骨生 1=. 1=. 生

関
体 人 人 人 人 人 人
入
5,186 3,728 97 72 155 9,238 

者
数

i七 56 .13 40目35 1.05 0.80 1.67 100 
率
% % % % % % 

Al万人目の入鎗者への記念品贈呈式（開館182目白の9月221:!) 
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3 資料保存整備

・木器の保存処理

・ PEG-4000の含浸を12月2日に開始する。

出土遺跡名 名 称、 と 占 数 計

十郎川遺跡 曲物（ 5 ) 下駄 (10) 差歯（ 7 ) しゃもじ（ 2 ) 

（石丸・古川｜） 箸（ 2 ) 用途不明木製品（ 7) 
33 

鶴町遺跡 石斧柄（ 1 ) 容器（ 1 ) 2 

下山門遺跡
石斧柄（ 2 ) 万子柄（ 1 ) 容器（ 1 ) 薦編具（ 3 ) 

8 
自在かぎ（ 1 ) 

瑞穂遺跡
石斧柄（ 4 ) 狭鍬（ 1 ) 広鍬（1) 鍬柄（ 1 ) 

9 
杓子（ 1 ) 加工板（ 1 ) 

那珂深ヲサ遺跡
槌（ 1 ) 梯子（ 1 ) 建築材？ ( 2 ) 工作台？ ( 1 ) 

10 
用途不明木製品（ 5 ) 

八又鍬（ 1 ) 三又鍬（ 3 ) 二又鍬（ 1 ) 又鍬（ 2 ) 

三筑遺跡
諸手鍬（ 1 ) 鍬（ 1 ) 鋤（ 4 ) 杵（ 1 ) 杭（ 1 ) 

20 
矛（ 1 ) 槌（ 1 ) 脚付長方形鉢（ 1 ) i奈塗脚（ 1 ) 

用途不明木製品（ 1 ) 

原深町遺跡
二又鍬（ 2) 梯子（ 1 ) 杵（ 2) 建築材（ 4) 

13 
加工板（ 1 ) 用途不明木製品（ 3) 

合計 95 



18 

戸，
メー 資 料贈

寄贈者 津田ヒサ殿

寄贈資料名 重要文化財輩形土務 1点

寄贈年月日 昭和57年8月21日

故津田藤一郎九州大学名誉教授所蔵の重要文化財壷形土器（昭和42年 6月15目指定） 1点が、

福間市に寄贈され、当センターで展示公開された。

資料は福岡市西区下山内字域ノ原から出土したもので、高さ35.2cm、口径31.5cm、胴径31.9 

cm、底径7.3cmを計る弥生時代中期の代表的な丹塗磨研の大型壷形土器である。大きく朝顔形

に外反する日頚部に特長があり、胴部の最大径は中位より上にある。焼成前に丹を主主り、へラ

で騰き、頚音IIに11～ 12本を一組とする縦縞状の線がほぼ等間隔で7街所に埼文風に施されてい

る。

文献①小林行雄・杉原荘介編 r弥生式土器集成 本総』 1964年3月

東京支

②小泊富士雄「城ノ原出土の丹主主磨研蛍J 『有問遺跡一福岡市古代集落遺

跡第 2次調査報告一』 福岡市埋蔵文化財調査報告書第 2集 1968年3月

福岡市教育委員会
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福岡市埋蔵文化財センタ一条例

（設置）

第 1条 発掘調査等で出土した考古学的資

料（以下「資料」という。）の保存と活用

を図り、もって市民文化の向上に資する

ため、福岡市埋蔵文化財センター（以下

「センター」という。）を福岡市博多区井

相田二丁目に設置する。

（事業）

第2条 センターは、次の各号に掲げる事

業を行う。

(1) 資料の収集、整理及び保存に関する

こと。

(2) 資料を展示し、公開すること。

(3) 資料の専門的調査研究を行うこと。

(4) 前3号に掲げるもののほか、センター

の設置の目的達成に必要なこと。

（職員）

第3条 センターに所長その他必要な職員

を置く。

（入館の制限）

第4条教育委員会は、次の各号のいずれ

かに該当する者に対し、入館を拒み、又

は退去を命ずることができる。

(1) センターの管理上必要な指示又は指

導に従わない者

(2) センターの管理上支障があると認め

られる者

（資料の貸出し）

第5条 教育、学術若しくは文化に関する

機関若しくは団体又は学術研究のため特

（昭和5向
条例第 66号／

に資料を利用しようとする者は、教育委

員会の許可を受けて資料の貸出しを受け

ることができる。

2 前項の貸出しは、資料の保管について

安全が確保できると認められる場合に限

り行うものとする。

（損害賠償）

第6条 資料の観覧者又は貸出しを受けた

者が、その責めに帰すべき理由によりセ

ンターの建物若しくは施設又は資料を破

損し、又は汚損して本市に損害を与えた

ときは、これらを原状に復し、又はその

損害を賠償しなければ、ならない。

（委任）

第7条 この条例に定めるもののほか、セ

ンターの管理に関し必要な事項は、教育

委員会規則で定める。

附則

この条例は、公布の日から起算して 3月

を超えない範囲内において教育委員会規則

で定める日から施行する。

（昭和問教規則第3号により）
昭和57年2月22日；から施行 ／ 
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福岡市埋蔵文化財センタ一条例施行規則

（器官員：1111：~l~_;) 
（趣旨）

第1条 この規則は、福岡市埋蔵文化財セ

ンタ一条例（昭和56年福岡市条例第66号、

以下「条例」という。）の施行に関レ阜、要

な事項を定めるものとする。

（組織）

第2条福岡市埋蔵文化財センター（以下

「センター」という。）の事務を行うため、

センターに管理係を置く。

（職員）

第3条 センターに所長、係長、吏員その

他の職員を置く。

2 前項の職員のほか、特定事務を担当さ

せるため、センターに文化財主事を置く

ことができる。

3 所長、係長及び文化財主事は、吏買の

うちから命ずる。

4 所長及び係長は、上司の命を受けてセ

ンター又は係の事務を掌理し、所属職員

を指揮監督する。

5 文化財主事は、上司の命を受けて担当

事務を処理する。

6 吏員その他の職員は、上司の命を受け

て分担する事務を処理する。

（職務権限の代行）

第4条 所長に事故がある場合、又は所長

が欠けた場合において、特に事務取扱者

を命じないときは、係長がその係に属す

る事務について所長の職務権限を代理し

て行う。ただし、重要又は異例な事務に

ついては、文化部長の指揮を受けなけれ

ばならない。

2 前項の規定により所長の職務権限を代

理して行う者がないときは、文化部長が

行つ。

（開館時間）

第5条 センターの開館時間は、午前9時

から午後5時までとする。ただし、教育

長は、必要があると認める場合には、こ

れを変更することができる。

（休館日）

第6条 センターの休館日は、次のとおり

とする。ただし、教育長は、必要と認め

る場合には、これを変更し、又は臨時に

休館日を設けることができる。

(1）毎週月曜日

(2) 12月28日から翌年1月4日まで

（入館者の心得）

第7条 センターに入館する者は、次の各

号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 所定の場所以外の場所で飲食し、喫

煙し、又は火気を使川しないこと。

(2) 騒音を発する等他人に迷惑を及ぽす

行為をしないこと。

(3) 危険物又は動物を持ち込まないこと。

(4) 所定の場所以外に立ち入らないこと。

(5）職員が行う管理上必要な指示又は指

導に従うこと。

（貸出し）

i
 
－E

・

4
q
7島
a聖



第8条 条例第5条第l項の規定による資

料の貸出しを受けようとする者は、福岡

市埋蔵文化財センター資料貸出許可申請

書（様式第 1号）を教育長に提出しなけ

ればならない。

2 条例第5条第 1J頁の規定による資料の

貸出しの許可は、福岡市埋蔵文化財セン

ター資料貸出許可書（様式第2号）を交

付して行う。

（寄贈等）

第9条 センターに資料を寄贈し、又は寄

様式第 1号

福岡市埋蔵文化財センター資料貸出許可申請書

年月日

福岡市教育委員会教育長殿

申請者住所

氏名 ⑫ 

福岡市埋蔵文化財センタ一所蔵の資料の貸出し

（館内・館外）を受けたいので、福岡市埋蔵文化

財センタ一条例施行規則第8条第 l項の規定によ

り次のとおり申請します。

1 資料名

2 目的

3 期間

21 

託しようとする者は、教育委員会に申し

出なければならない。

2 寄託を受けた資料の貸出しは、寄託者

の承諾を得て行うものとする。

（委任）

第10条 この規則の施行に関し必要な事項

は、教育長が定める。

附則

この規則は、昭和57年2月22日から地行

する。

様式第2号

福岡市埋蔵文化財センター資料貸出許可書

第 号

年月日

殿

悩岡市教育委員会

教育長 回

年 月 日申請された資料の（館内・

館外）貸出しについては、次のとおり許可します。

1 資料名

2 目的

3 Wl 間

4 条件
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開館時間

休館 日

入館料

駐車場

至1尊

駅多

線

御 案内

9 : 00～ 17 : 00 （入館は16: 30まで）

勾；週月曜日

年末年始 (12月28日～1月4日）

却E まj_ ( ii＼し団体で見学される場合は、｝
n ＼あらかじめこ’連絡くださし、。 ／ 

乗用車13台、大型パス 4台駐車可

案内図

言δ自＂＼ l ~Rel~* j 
駅多 品者

．西鉄パス（行先番号⑩ ・⑪）

部両首屯X日（埋蔵文化財センタ 前）下車
．西鉄大牟田線雑制隈駅から徒歩約14分

・国鉄鹿児島本線南福岡駅から徒歩約19分


	20160819101351
	20160819101427

